








































































にして，ドイツ人哲学者オズヴァルド・シュペングラー Oswald Spengler の『西














奇しくも同じ年に T. S. エリオット　T. S. Eliot（1888―1965）の『荒地』The 









































た『祭祀からロマンスへ』From Ritual to Romance（1919）と，民俗学，人類学






























































































































































論擁護者としても名高い T. H. ハックスリーの孫に当たる人物である。彼は

























































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，過去が過去であるばかりでなく




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。この歴史感覚が
0 0 0 0 0 0 0
，否応なくただ
0 0 0 0 0 0
単に彼の世代の直感でものを書くだけではなく
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，ホメーロスに始まるヨーロッ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パ文学のすべてと
0 0 0 0 0 0 0 0
，それに加えて自国の文学のすべてが
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，同時的に存在し




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，ものを書くように
0 0 0 0 0 0 0 0
迫るのである



























































































　1939 年，彼はケンブリッジにおいて『キリスト教社会の理念』The Idea of  
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評論家ジョージ・スタイナー George Steiner（1929―）であった。彼が 1971 年，
ケント大学で行った T. S. エリオット記念講演『青鬚の城にて―文化の再定





第七章　科学 vs. 文学 
―第 2 次文化論争（激突）―
（1）論争の背景とその伏線



































　その普及に大きく貢献したのが，たとえばウエルズ H. G. Wells（1866―
1946）の『タイム・マシーン』The Time Machine（1895）や『透明人間』The 


































































































Virginia Woolf（1882―1941）とその夫で出版者のレナード Leonard Woolf（1880―
1969），姉の画家ヴァネッサ・ベル Vanessa Bell（1879―1961），同じく画家の
ダンカン・グラント Duncan Grant（1885―1978）やロジャー・フライ Roger 
Fry（1866―1934），歴史家のリットン・ストレイチー Lytton Strachey（1880―













　この感情がまともに噴出したのが，ヴァージニア・ウルフの 1919 年 4 月
に『タイムズ文芸付録』に掲載された「現代小説」“Modern Fiction” と題す
る一文である。彼女は当時流行の頂点にあったウエルズ，アーノルド・ベネッ













































































































　そうした思いが小爆発を起こしたのが，1956 年 10 月 6 日発行の『ニュー・
ステイツマン・アンド・ネイション』The New Statesman and Nation という左翼



























『アトランティック・マンスリー』The Atlantic Monthly に発表した「ラザフォ



















　スノウの講演　“The Two Cultures and the Scientific Revolution”（のちに単行





と。それも当然かもしれない。彼は 1930 年代から小説に手を染め，40 年以
降次々と発表をつづけた，自伝的色彩の濃い大長編連作小説『他人と兄弟』
Strangers and Brothers（1940―70，全 11 作）が人気を呼んで，流行作家のひとり
となり，今やナイトにも叙せられ，サー・チャールズと称号付きで呼ばれる，
押しも押されもせぬ名士となっていたからだ。ちなみに，かつてマシュー・





















































ちのどれくらいの人が，「熱力学の第二法則」（the second law of  thermodynamics）
を説明できますか？と尋ねたことがあります。答えは冷たいものでした。また
否定的なものでもありました。でも私は「シェイクスピアの作品をお読みになっ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
たことがありますか



























































































演が同年『エンカウンター』誌 12―13 合併号（1959 年 6―7 月）に同じ題名
で連載され，一般読者の目に触れるようになってからである。さらに『エン
カウンター』は，反響の大きさに目をつけ，早速同年 8月号に「二つの文化
―C. P. スノウの意見を論ず」“The Two Cultures: A Discussion of  C. P. Snow’s 
Views” と題する誌上シンポジュームと言えるようなものを企画し，そこに
当時すでに 87 歳の高齢になる哲学者バートランド・ラッセルを始め，文芸



























　それは「二つの文化だって？　 C. P. スノウに意味ありや否や」“The Two 










































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0
えられ知られている最上のものを代表している





































































































































































Eliot, Thomas Stearnes.  Selected Poems.  London: Faber and Faber.  1961.
―Selected Essays.  London: Faber and Faber, 1953.
―For Lancelot Andrewes.  London: Faber and Gwyer.  1928.
―The Idea of  a Christian Society.  London:Faber and Faber, 1962.
イギリス教養主義の起源と発展（付論）
83
―Notes towards the Definition of  Culture.  London: Faber and Faber.  1965.
Leavis, Frank Raymond.  “The Literary Mind.” Scrutiny, 1 (1932): 20―32.
―Two Cultures?  The Significance of  C. P. Snow.  London: Chatto & Windus.  1962.
Ruskin, John.  The Works of  John Ruskin.  The Library Edition.  London: george Allen, 1903―
12: Vol. XXXIV.  “The Storm-Cloud of  the Nineteenth Century.”
Snow, Charles Percy.  “The Two Cultures.” The New Statesman and Nation (October 6, 1956): 
413―14.
―“The Age of  Rutherford.” The Atlantic Monthly.  102 (1958): 76―81.
―The Two Cultures.  Cambridge; Cambridge University Press, 1998.
Trilling, Lionel.  “The Leavis-Snow Controversy.” Beyond Culture.  New York: A Harvest 
Book.  1965.
Woolf, Virginia.  “Modern Fiction.” The Common Reader (First Series).  New York: Faber, 
1965.
荻野昌利『さまよえる旅人たち―英米文学に見る近代自我〈彷徨〉の軌跡』。研
究社出版，1996。
―『歴史を〈読む〉―ヴィクトリア朝の思想と文化』。英宝社，2005。
